
有⽤微⽣物の
働きが活性化され
⼟の団粒化が促進

乳酸菌が
⼟中の悪⽟菌を

抑制

植物の根張りが
良くなり、
健康で病気に
なりにくくなる

収穫量の増加や
⾷味の向上も
期待

使⽤量

淡竹パウダーについて 効果 使い方

保管について

その他 家畜の餌に混ぜてあげると腸内環境が
整ったり、 コンポストに混ぜて使⽤でき

⽣ごみの発酵を促進します。
⽶糠と淡⽵パウダーを半分ずつ混ぜて

糠床にすることもできます

開封後はできるだけ早く使ってください。 もし使い切れずに
余ってしまった場合は、 空気を抜いて密閉し暗くて涼しい場所に
保管してください。

10a (1000 ㎡）あたり 50～100 ㎏
あくまでも⽬安ですので、 栽培⽅法や圃場環境などによって

使⽤量は変えてください。 より効果を⾼めたい場合は厚く撒いて

⼟と混ぜると良いです。 使⽤量が多くても問題ありません。

※プランターの場合は 、⼟壌の表⾯にまんべんなく広がる程度。

畑で使用する場合

散布、 耕耘後 2 週間以上あけて苗の定植または種まきを
してください。 1〜2 ヵ⽉前に⼟と混ぜておくとより効果的です。

プランターで使用する場合

淡⽵( はちく ) パウダーは天然の⽵を

粉状にし、 乳酸菌発酵させたものです。

竹林に入り、 伐採して粉砕機に

かけます。 粉の状態になったら

袋に詰め、 空気を抜いて密閉し

乳酸菌発酵を促します。

淡⽵パウダーを⼟壌表⾯に均⼀に撒き、 出来るだけすぐに浅く
( 深さ 10〜15 ㎝程 ) 耕耘機やクワなどを使って⼟と混ぜてくだ
さい。 圃場全体ではなく畝ごとに表⾯に撒いて混ぜ込んでも
良いです。 堆肥や肥料と併⽤してお使い頂けます。

表面で浅く混ぜ込むか、 マルチとして
使⽤するのをお勧めします。

市販の培養⼟に混ぜ込む場合は、
窒素飢餓を起こす場合があります

ので、⽣⻑過程に合わせて
追肥を⾏ってください。

●500g ： プランターで栽培の方向け
●1kg ： 小さな家庭菜園の方向け （5m 四方程度）
●5 ㎏ ： 大きな家庭菜園の方向け （10m 四方程度）


